
日時：2018 年5月30日 　水  18:30～20:00
場所： 高知県産学官民連携センター ココプラ
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◆テーマ概要（講師より）
社員に頑張って働いてもらいたい、顧客に商品を買ってもらいたい、住民に地域コミュニティの運営を担ってもらいたい、など、自
分の意図したとおりに他者に動いてもらいたい場面が多々あります。多くの方は、これまでのご自身の経験から人を動かすコツを
いくつか掴んでいらっしゃることでしょう。本講義では、それらを学問（経済学、心理学、社会学）の観点から整理して、「学問
になぞらえると自分はこのやり方でこれまで人を動かしてきたのだな」と再認識していただくとともに、「他にはそのような動かし方も
あるのか」という発見をしていただければと考えています。「人を動かす」というテーマの中でも特に難しい「まだ生まれていない将
来世代のことまで考えて、いま動いてもらうにはどうしたらよいか」という問題に取り組むフューチャー・デザインという新しい学問・
実践も紹介します。

講師：高知工科大学　経済・マネジメント学群　副学群長
　　　　　　　　　　　　　　 フューチャー・デザイン研究所

参加者
募 集

平 成 3 0 年 度 　 第 ２ 回

シーズ・研究内容紹介
●シーズとは：大学、研究機関、企業、団体等が持つ「技術、ノウハウ、アイデア、人材、設備」などの資源のこと。　　
　  語源は英語の「種（シーズ：seeds）」。簡潔に言い換えると「（大学等が）できること」。

キーワード    
  ▶経済学、心理学、社会学、フューチャー・デザイン

       こんな方にオススメ   
　▶人を動かす方法について、これまでと異なるやり方を  
     見出したいと考えている事業者、企業、行政、地域の方
　▶社会科学の諸分野が人の行動をいかに説明し予測  
     しようとするか、フューチャー・デザインという新しい学問  
     が人をどのように動かそうとしているのかについて知的  
     好奇心を持つすべての方。
  ▶社会科学系の学部への進学を考えている高校生

〈講師プロフィール〉
早稲田大学政治経済学部経済学科卒業（学士）（1996年）
大阪大学大学院経済学研究科修士課程修了（修士）（1998年）
北海道大学大学院経済学研究科　講師（2002年）
ペンシルバニア大学大学院経済学研究科博士課程修了（Ph.D.）（2004年）
北海道大学大学院経済学研究科　助教授（2005年）
北海道大学大学院公共政策学連携研究部　准教授（2007年）
北海道大学大学院経済学研究科　准教授（2009年）
高知工科大学マネジメント学部　教授（2014年）
高知工科大学経済・マネジメント学群　教授（2015年～）

特に

●開催場所、申し込み等の詳細は、裏面に記載しています。

　　　　　　＜テーマ＞
　人を動かすにはどうしたらよいか



『第２回シーズ・研究内容紹介　「人を動かすにはどうしたらよいか」』

FAX用　申込用紙

フリガナ
氏名

所属 役職

電話番号 メール
アドレス

＜開催場所＞
 高知県産学官民連携センター ココプラ 交流スペース
 高知県立大学・高知工科大学永国寺キャンパス 地域連携棟１階（高知市永国寺町6-28）   

● 会場併設の駐車場（無料）をご利用いただけますが、
　　数に限りがあります。
● 周辺に有料の駐車場もございますが、来場に際しては、
　　公共交通機関をご利用くださいますようご協力をお願い
　　いたします。

＜申込方法>
 FAXもしくは「ココプラ」ホームページよりお申し込みください。

 http://www.kocopla.jp/ 

　　「ココプラの取組」の「シーズ・研究内容紹介」をクリック→参加希望のイベントを選んでください。

＜申込締切＞
 2018年５月28日（月）※当日参加も可能ですが、申し込みされた方を優先させていただきます。

　　 ＜申込、お問い合わせ先＞ 高知県産学官民連携センター「ココプラ」

〒780-8515 高知市永国寺町6-28

      （高知県立大学・高知工科大学永国寺キャンパス 地域連携棟１階）

TEL. 088-821-7111  FAX. 088-821-7112  E-MAIL. info@kocopla.jp

FAX:088-821-7112
※いただいた個人情報は、当該事業および県の産業振興計画に関する情報提供以外には使用いたしません。

※[公共交通機関をご利用の場合]
　・JR 高知駅より徒歩15分
　・路面電車 大橋通駅より徒歩７分

ココプラＨＰ ＱＲコード


